
（城山中学校版 保護者用リーフレット） 

 

 

 

磐田市では、子どもが自分で課題を見つけ、解決の方法を考えて実践する「子どもの主体的

な学び」を応援しています。この学びを校外でも実践し、平日に保護者等と一緒に、家庭や地域

で主体的に学ぶことを選択できる制度が「いえたん磐田」です。また、この制度は、多様な事情

を抱えた御家族にとって、家族と子どもが一緒に過ごせる充実した時間を生み出すことができる

ようにするための制度でもあります。新たな選択肢の１つとして、家族のつながりを深めながら、

充実した学びの時間を過ごしてみませんか。 
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「いえたん磐田」とは、この制度の目的の１つである「家族で探究学習を行う日」から家族の

「家」と探究学習の「探」を取って組み合わせた造語です。課題を見付け、場所や方法を考えて

計画し、平日に校外（家庭や地域）で体験したり探究したりして保護者等※とともに学ぶことが

できる日です。 

この制度は、皆様に一律に取得を促すものではありません。「平日だからこそできる学び」に

挑戦し探究的な学びを深めたい子どもたちや、「平日でないと子どもと一緒に活動できない保護

者等の皆様」に子どもと一緒に学ぶ機会としていただくための新たな選択肢の１つとして設ける

ものです。 

取得した日は、校外で自主的に学んだ日と捉え、学校に登校しなくても「欠席」とはならず、

「出席停止・忌引等」と同じ扱いとなります。そのため、事前に計画を立て、申請書を提出して

いただく必要があります。 

保護者等の休暇に合わせてお子様とともに計画し、２週間前までに申請を行うことで、年３日

まで取得をすることが可能です。 

磐田市では、令和６年度に１学府、令和７年度からは５つの学府で試行し、制度の検証を進め

て参りました。令和８年度は、準備の整った学校から順次申請の受付を開始し、年度中には、市

内すべての市立小中学校でこの制度を開始します。申請開始日や申請方法は学校により異なりま

す。御理解と御協力をお願いします。 

※保護者等・・・原則は保護者ですが、保護者が同意した大人（祖父母、成人した兄弟等）も含みます。 

 

 

 ⑴申請開始日は、学校ごとに異なります。必ず城山中学校からのお知らせを御確認ください。 

 ⑵城山中学校の申請方法は、紙面申請です。原則として「いえたん磐田」を取得する２週間前

までに申請が必要です。「いえたんカード」の申請欄に必要事項を記入し学校へ提出します。

学校から申請書に「承認印」のある「いえたんカード」が返却されましたら取得可能です。 

⑶学校行事や定期テスト等で「いえたん磐田」を取得できない日については、事前に城山中学

校からお知らせいたします。必ず御確認の上で、申請するようにして下さい。 

⑷「いえたん磐田」を取得した日の授業内容は各自、自主学習で補います。取得にともなう特

別の補充は行いません。 

⑸「いえたん磐田」を理由とした、給食の停止はできません。 

⑹学習・活動後、２週間以内に保護者によるアンケートへの回答が必要です。 
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＜学 校＞                 ＜生徒・保護者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①保護者用リーフレットなどで制度

についてお知らせします。また、「いえ

たん磐田」の対象外とする日もお知ら

せします。 

②保護者用リーフレット等で制度の趣

旨を理解した上で、制度を利用する場合

は、家庭でどんな学びができそうか話し

合い、計画を立てます。 

③学級担任に申し出ます。 

④学級担任が「いえたんカード」を準

備し、生徒に渡します。 

⑤学級担任から「いえたんカード」をも

らいます。留意事項をよく読み、内容を

理解しチェックした上で、「申請欄」に記

入します。 

⑥実施日の２週間前までに「いえたんカ

ードを学級担任に提出し、申請します。 ⑦学級担任が「いえたんカード」を受

理し、校内で手続きを進めます。 

⑧学級担任が「いえたんカード」を返

却し、可否についてお知らせします。 ⑨当日又は前日に、保護者がコドモンで

欠席連絡を入れます。 

例：欠席…都合欠 

   備考…〇日～〇日 

    「いえたん磐田」取得のため 

 ※学校では「出席停止」として処理し

ます。 

⑩保護者と一緒に、校外での体験や活動

に取り組みます。 

⑪保護者が、「いえたんカード」中の QR

コード（本紙 QR でも可）にアクセスし、

アンケートに回答します。 

 

 

 

 

 

※回答は市教委と共有されます。 
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家庭で計画を立てて、一緒に学ぶ時間をもつことを大切に考えています。旅行等で遠くに行

って体験したり、学んだりすることも可能ですが、身近な場所であっても工夫次第でよい学び

や体験を生み出すことができます。「家族で一緒に計画する」「お子さんにプレゼンしてもらう」

等、事前の計画をとおして学びの視点や目的意識をもてるようにすることや、振り返りの時間

を大切にすることで、よい学びや体験の場・機会となります。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の興味がある講座やイベント

に参加して、じっくりと時間をかけ

て製作してみましょう。出来上がっ

たら、自分のこだわりが詰まったオ

リジナル作品を家族と一緒に鑑賞

するのもよいですね。 

家族と農業体験をしたり、自然に触れ

たり、アスレチックにチャレンジした

りするなど、普段はなかなか経験でき

ないことに挑戦してみましょう。新た

な発見があったり、今後のきっかけを

つかめたりするかもしれません。 

音楽や演劇、絵画等、本物の芸術作

品に触れてみましょう。本物に出会

うことで、作品に対する見方を増や

すことができると共に、自分の感性

も磨くことができます。鑑賞後に、

家族と作品について話し合う時間

をもつのもよいですね。 

家族と様々な史跡を見に行き、歴史を

調べたりガイドさんから話を聞いた

りして知識を深めることができます。

実際に工場見学をして、製造の様子を

知り、自分の興味関心をさらに広げら

れます。 

異なる言葉や文化をもつ人たちと

の交流をとおして相互理解を深め

ましょう。普段はなかなかゆっくり

話をすることができない人との交

流も、視野を広める良い機会になり

そうです。 

 

この機会に家族とゆっくり日常のこと

や将来のことを話すのもよいですね。

家庭で一緒に料理やものづくりをした

り、家庭菜園をしたりすることで家族

のつながりがもてる充実した時間とな

りそうです。 
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Q1  磐田市は、どうして「いえたん磐田」を導入するのですか。 

A1  磐田市では、「探究的な学び」を取り入れた学習活動に力を入れています。その一環として、家庭や

地域など校外で「課題を見つけ、学ぶ場所や方法を選び、解決していく」主体的な活動を推進していき

たいと考えました。また、この学びを保護者等と一緒に行うことで、曜日や場所にこだわらず、「家族のつ

ながりを深めながら学ぶ」時間がもてるのではないかと考え、２年間にわたり一部の学府でこの制度の検

証を進めて参りました。 

実施校の記録やアンケート結果からは、学校では得られない実体験や保護者等との探究的な学びが、

子どもたちの視野を広げたり、理解を深めたりする有意義な機会となっていること、働き方によって親子

の休みが合わず、お子様との学びや体験の機会を制限されていた御家庭にとって、家族とのコミュニケ

ーションを深める貴重な機会となっていること等が読み取れました。そこで、こうした学びの機会を保障し、

様々なニーズに応える選択肢の１つとして、磐田市立小中学校全てに拡大して導入することとしました。 

 

 

Q2  どの児童生徒も、必ず「いえたん磐田」を取得しなければいけませんか。 

A2  「いえたん磐田」は、必ず取得しなければならないものではありません。あくまで選択肢の１つですので、

取得するかどうかは、児童生徒・保護者の皆様で御判断ください。実施したアンケートの中には、「学校

を休むこと（休ませること）への抵抗感がある」「授業に遅れたり、宿題がたまったりすることが不安」「土

日の休みが取れるので必要ない」といった御意見も寄せられていました。リーフレット等をお読みいただき、

制度について理解していただいた上で取得の有無を御選択ください。 

 

 

Q3  「いえたん磐田」を連続して取得することはできますか。また残った日数は、次の年度に繰り越すことが

できますか。 

A3  連続で取得することも、分散して取得することもできます。年度内に３日まで取得できますが、次の学

年に繰り越すことはできません。 

 

 

Q4  「いえたん磐田」の取得は、半日や時間単位でも可能ですか。 

A4  「いえたん磐田」は、１日単位での取得を可能とします。半日や時間単位での取得はできません。 

 

 

Q5  急きょ保護者が休みを取れることになった場合、実施の２週間前より後でも申請することはできますか。 

A5  学びの場とするためには、十分に計画をした上での実践が必要だと考えております。また、各校の受理

手続きの都合もございますので、御遠慮ください。原則として、こうしたケースは事故欠（家事都合）での

対応となります。 

 

 

Q6  なぜ３日間しか取得できないのですか。 

A6  取得日数が増えすぎると、家庭学習等で学習内容を補完することが難しくなる心配があり、学級や学

校全体で取り組む学習への支障が心配されることが主な理由です。 
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Q7  「いえたん磐田」を申請していたのに、急きょ保護者が休めなくなった場合はどうしたらよいですか。 

A7  通常どおり登校させてください。ただ、学校に申請を取り消す旨の連絡を必ず入れてください。また改め

て申請していただければ、別日に取得可能です。３日取得していたが取得中の事情により２日に短縮す

るケースなど、日程を短縮する場合も同様です。 

 

 

Q8  「いえたん磐田」の申請が通らないこともあるのですか。 

A8  学校が制度の対象外とする日の申請、期限後の申請、申請内容が制度の趣旨にそぐわない場合な

どは、許可しないこともあります。事前の計画を通して、「学びの視点」を入れられるようなひと工夫を大

切になさってください。 

 

 

Q9  「いえたん磐田」を利用した日の給食の扱いは、どうなりますか。 

A9 磐田市では「病気や怪我等のため、４日連続以上給食を食べない場合は、停止する４日以前の申し出

により停止できる」というきまりがあります。「いえたん磐田」の取得は３日となっておりますので、給食を停

止することはできません。「いえたん磐田」３日と事故欠２日といったケースも、同様の対応とさせていた

だきます。 

 

 

Q10  「いえたん磐田」を取得し、活動の際に怪我等をした場合、どうなりますか。 

A10  学校の管理下での活動ではないため、学校で任意加入している「日本スポーツ振興センター」の災

害共済給付制度の対象外 となります。御心配であれば、「いえたん磐田」の取得前に御家庭で保険に

加入することをお勧めします。 

 

 

Q11  申請方法や申請開始時期等が学校により異なるのはなぜですか。 

A11  申請開始時期については、令和６年度や令和７年度から施行していた学府もあれば、令和８年度か

ら初めて導入する学府もあり、必要な準備期間が異なるためです。また、申請方法については、よりよい

手続きの進め方について、試行と検証を進めている段階のためです。御理解と御協力をお願いします。 

 

 

Q12  事故欠（家事都合）との違いは何ですか。 

A12  事故欠は、あくまで各御家庭の都合ですので「欠席扱い」となりますが、「いえたん磐田」は校外で自

主的に学んだ日として認定しますので、「出席停止・忌引等」と同じ扱い になります。そのため、「いえた

ん磐田」では、事前の申請と学校の許可が必要となります。 

 

 

Q13  どれくらいの方が取得しているのか知りたいです。 

A13  令和７年度の５月～１２月の記録では、５学府を合わせると計３２０件の申請がありました。 

 

 

 
☆ 制度全般に関すること 磐田市教育委員会 学校教育課 TEL0538－37－2760 

☆ 申請に関することは、各学校にお問い合わせください。 


